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機能修正
修正内容⼀覧

2

ご利⽤の環境によっては使⽤できない機能もございます。

１．患者履歴
(1)予測数量の⾒直し
(2)頓服薬、外⽤薬の予測
(3)もう来ない患者指定機能
(4)来局予定⽇変更機能
(5)処⽅間隔伸ばす機能
(6)特定患者⽤の分だけ予測させる機能

〜◎、○薬品で定期的に⼤量処⽅の患者分だけ取り置きできる〜
(7)患者履歴絞り込み機能

２．発注
(1)発注候補の⾊分け
(2)発注画⾯のメニュー追加
(3)新規発注薬品のメーカで卸購⼊⽐率表⽰
(4)新規採⽤品の発注

３．仕⼊
(1)医薬品マスタの仮マスタ

４．薬品
(1)⻑い薬品名の半⾓表⽰対応

５．初期表⽰ボタン

６．社外出庫、不動品出庫倍率指定
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機能修正
修正内容⼀覧
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7.予定数計算⽅法
(1) 発注残管理⾏う

8.予製
(1) 事前設定
(2) 予製（1）
(3) 予製（2）
(4) 予製（3）

（5） 予製（4）

9.発注
（1）発注控え種別に棚番表⽰項⽬追加
（2）発注書のPDF発⾏
（3）発注履歴の更新⽇時抽出

10.在庫計算指定
(1) ⼊⼒画⾯終了後の再計算指定

11.薬ＶＡＮヘルプ機能追加

※ 別紙︓バージョンアップ後の注意点
︓バージョンアップ後の初期値（推奨値）
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機能修正
１-(1) 予測数量の変更点
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⼤倉太郎さんの次回予測⽇は5/25ですが、
必要な量は過去7か⽉間の最⼤処⽅量を採⽤
するように変更しました。
⻘い背景のところが採⽤されているデータ
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機能修正
１-(2) 頓服予測
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１回のみ処⽅された患者の場合は
処⽅⽇当⽇から予測期間になるようにしました

６⽇

複数回頓服処⽅されている患者の場合、
処⽅間隔を計算して最終処⽅に加算して予測します
この例では19/11/5に6⽇⾜して次回は19/11/11で予測
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機能修正
１-(2) 外⽤予測

6

42⽇
49⽇

42⽇

42⽇

患者ごとの処⽅間隔をとり、⼀番短い間隔⽇数を直近処⽅⽇に加
算して予測⽇を計算するようにしました
※過去１回のみ処⽅履歴の患者は処⽅当⽇から予測期間に⼊るよ
うになります
※安全在庫数は、過去実績と予測数量の⼤きい⽅を採⽤します
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機能修正
１-(3) もう来ない患者の登録
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履歴の「もう来ない」ボタンを押すと
その患者の予測をしなくなります。
次回、来局があった場合は再び予測されます
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機能修正
１-(4) 来局予定⽇変更機能
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患者履歴の「予定⽇変更」ボタンを押すとその患者の
来局予定⽇を変更できます。
予定⽇を早めることも遅らせることもできます。
変更しても設定クリアで予測を戻せます
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機能修正
１-(5) 特定薬品の処⽅間隔を伸ばす、もう出ない機能
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・処⽅間隔を伸ばす
奇数⽇1錠,偶数⽇2錠を2週間分処⽅され、来局⽇は28⽇後にしたい場合など

には⽇数掛率ボタンを押して２倍を指定する。
⼀度指定すると、次回からのその患者薬品は2倍になります。
・もう出ない

⽇数掛率ボタンを押して100倍などを指定して来局予定⽇が1年後以降になる
ようにする。

※患者履歴情報は過去1年間の履歴を保持のため計算対象外になります。
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機能修正
１-(6) ◎、○ （よく出る）薬品の特定患者分のみ予測させる⽅法
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定期的に⼤量に処⽅される患者分のみ取り置きします
「予測する」ボタンを押すとその患者分が予測モードにな
り、来局予定⽇Fromの⽇に発注されます
予測にした患者分は安全在庫から減算され、予測期間にな
ると安全在庫に加算されます
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機能修正
１-(7) 患者履歴の画⾯の抽出機能
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患者履歴を調剤年⽉⽇と患者名で抽出できます
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機能修正
2-(1)発注候補の⾊分け
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⾊ 判定 対象薬品
⾚ 在庫数①＋発注残②＜安全在庫③＋調整数④ 発注した後で≪在庫変動≫があった薬品

⻩ 上記と同じ 発注を保留した薬品（１週間）
※発注保留の⽅法は次ページ

⻘ 上記と同じ 発注保留（１週間以上）した薬品

① ②
③ ④

在庫変動は処⽅、社内出庫、社外出庫があった薬品になります。
不動品出庫、その他出庫（期限切れなど）は在庫変動には含めません。
出庫の際に発注候補にあげたくない薬品（不動品、期限切れなど）は不動品出庫もしくはその他出庫
で出庫処理を⾏ってください。
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機能修正
2-(1)補⾜ 発注保留の⽅法
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発注保留は、削除（ここ）に✔をして確定してください。

注意︕こちらの「削除ボタン」を押してデータを消すと発注保留に
ならずに次回発注時も発注候補「⾚⾊」であがってきます

バージョンアップをした初回のみ前⽇⽇付で薬品に発注保留データ
が作成されます。
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機能修正
2-(2)発注画⾯のメニュー（発注追加）
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発注画⾯で発注薬品を追加したい場合は
発注追加→医薬品を選ぶ

発注したい薬品包装の発注ボタンを押す
⻩⾊︓⾃店舗扱いの薬品は⻩⾊
グレー︓⾃店舗で扱ってない薬品
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機能修正
２-(3)新規発注薬品のメーカで卸購⼊⽐率表⽰
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発注の時、取引先名プルダウンで、
メーカの発注先卸の⽐率を⼤きい順に表⽰

新規発注品でも包装規格選択すれば表⽰され
ます
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機能修正
２-(4)新規採⽤薬 発注⽅法その１
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レセコンへの採⽤品のない薬
品の発注は︖

全薬品検索を押す
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機能修正
２-(4)新規採⽤薬 発注⽅法
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薬品を検索してください

発注したい薬品の「包」を押す

発注ボタンを押すと発注画⾯に
発注データが作成されます
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機能修正
２-(4)新規採⽤薬 発注⽅法
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新規品が発注されます
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機能修正
３-(１) ．医薬品マスタ仮マスタ機能
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１．薬VANマザーマスタからマスタ作成する機能
・レセコンに採⽤品登録しなくても仕⼊処理が可能
・処⽅されるまでは仮マスタで在庫管理
・処⽅された時、レセコンマスタ連携実施で本登録
・本登録マスタと同時に履歴も変換
２．仮マスタ作成する⽅法は以下のいずれか
・仕⼊処理の際に⾃動⽣成

電話で発注して仕⼊する場合
・⼿動で仮マスタ登録

薬VANから発注or分譲購⼊する場合
３．薬VANマザーマスタは１か⽉ごとに更新
︕マザーに薬品がない場合は、レセコン採⽤運⽤してください
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機能修正
３-(１) ．医薬品マスタ仮マスタ機能
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「アジルバ40mg」だけレセ
コン採⽤登録されている状態

レセコンへ採⽤品登録してい
ない薬品も⾃動的に仮マスタ

で在庫登録可能に。
ただし、薬VANマザーにない
場合はレセコン採⽤運⽤して

ください
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機能修正
３-(１) ．医薬品マスタ仮マスタ機能
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ここに
「マスタ取り込みしてください」とのメッセージが表
⽰された場合は、
レセコンで採⽤品にした薬品があるといことになりま
す。レセコンマスタの連携作業をしてください

取込が必要なマスタの確認はレセコンボタンをクリッ
クし、処⽅履歴から確認してください。
薬VANでの在庫管理が不要なマスタの場合は無視して
ください。
但し、マスタ取込してください の表⽰は消えません。
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機能修正
4-(１) ．⻑い薬品名の表⽰対応
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⽂字数２６⽂字以上の薬品名は、カタカナ英数の部分を半⾓
変換して表⽰
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機能修正
5-(１) ．初期表⽰ボタン
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初期表⽰ボタンは、在庫計算して表⽰するよ
うにしました。表⽰まで少し時間（5秒くら
い）かかるようになります。
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機能修正
６-(１) ．社外出庫、不動品出庫 倍率指定機能
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ここで、⾦額計算の倍率指定ができるようになりまし
た。初期はマスタ設定の倍率が表⽰されます。ここを
変更すると⾦額を計算しなおします。
※システム設定

有効期限掛率機能を有効にする必要があります。
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予定数計算⽅法に、発注残管理を⾏う が追加になりました。

詳細は次ページで説明

機能修正︓予定数計算⽅法
7.予定数計算⽅法 システム設定－発注②

25
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予定数量（発注残）の推移 予定数量（予約分を含まない） 予定数量（予約分を含む）
11/1 発注数量 昼 ︓300

夜 ︓200
300+200=500 500+100＝600

予約発注数 ︓100
＊発注登録画⾯の未来⽇付の発注数になります。

11/2 仕⼊数量 300 500-300＝200 500-300+100＝300

11/3 仕⼊数量 200 200-200＝0（クリア） 200-200+100＝100

在庫数①＋発注残②＜安全在庫③＋調整数④ の際に発注候補にあがります（P12参照）
※予約分含むと設定すると発注残②に発注画⾯の未来⽇付の発注数も加味されます。

機能修正︓予定数計算⽅法
7-（1）. 発注残管理を⾏う

26

① ②
③ ④
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トップ画⾯から設定→システム設定→発注②にすすみます。

機能修正︓予製

27

ここにチェックを
つけます

8.予製（1）事前設定
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機能修正︓予製
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患者予測から安全在庫を計算している薬品

アゼルニジピン錠８ｍｇは国分四郎（外来）４２錠、坂出なおこ（予製）６０錠

アゾセミド錠３０ｍｇは丸⻲花⼦（外来）４９錠、⼤倉太郎（予製）１００錠

8.予製（2）
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機能修正︓予製

29

１．アゼルニジピン錠８ｍｇ、坂出なおこ分の予製を２セット(120錠)つくると
２．在庫数は１１３．５ ＠（予製）在庫数は１２０
３．安全在庫数は国分四郎分の４２となる。
４．国分四郎に必要な在庫は確保されているので発注にあがらない

１．アゾセミド錠３０ｍｇ、⼤倉太郎分の予製を２セット(200錠)つくると
２．在庫数は４１ ＠（予製）在庫数は２００
３．安全在庫数は丸⻲花⼦分の４９となる。
４．丸⻲花⼦に必要な在庫が不⾜してしまうので発注となる

患者予測から安全在庫を計算している薬品 予製を作成すると
8.予製（3）
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機能修正︓予製
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通常の安全在庫（３⽇分）を計算している薬品

予製を200錠作成すると

１．在庫288から予製200作成される
２．安全在庫は過去３⽇分254
３．在庫88 予製200 安全在庫254（３⽇分計算の場合予製分は差し引かれない）
４．予製作成して在庫不⾜となり発注にあがります
※予製分を多く在庫することになります。

8.予製（4）
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機能修正︓予製
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安全在庫が予測計算か過去３⽇分計算のどちらで計算されているか確かめる⽅法

システム設定→発注③で
ここに

✔ありは予測計算
✔なしは３⽇計算

この例では、◎、○は３⽇計算
△、▲は患者予測計算

8.予製（5）
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発注控えに棚番表⽰させました

機能修正︓発注控え

32

システム設定→発注①→発注控
種別を「棚番表⽰」に変更

棚番が出ます
棚番１〜３までが表⽰されます

9.（1）発注控え種別に棚番表⽰項⽬追加
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機能修正︓発注書
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発注書がPDF出⼒できるようになりました（下記の事前設定が必要）。

システム設定→発注①「発注書出⼒⽅法＝PDFに出⼒」に設定すれば、
システム設定→帳票①「出⼒先フォルダ」に指定したフォルダにPDF出⼒できます。

9.（2）発注書のPDF発⾏
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発注履歴を確定（更新）⽇時で抽出できるようにしました。

機能修正︓発注履歴
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午前中発注
午後発注
で抽出できます。
発注控えは抽出されたものだけ
印刷できます

9.（3）発注履歴の更新⽇時抽出
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薬VANの設定についてお伺いします。

機能修正︓再計算設定

35

予製の構成修正などを⾏うと「在庫情報算出中」となるのですが、複数の処理を⾏うときに⼤変時間
がかかります。個々で「在庫情報算出中」を⾏わないような設定はありますでしょうか。
もし無いようでしたら今後、変更をすべて⾏った後に再計算を⾏えるようになると⼤変便利です。

利⽤されているユーザー様から要望いただきましたので
⼊⼒画⾯から戻る際に在庫計算をしない設定を追加しました。

システム設定→環境
⼊⼒画⾯終了後の再計算の設定で
「在庫情報を再計算しない」
設定にすると各⼊⼒画⾯から戻るとき計算
されずにスムーズにTOP画⾯になります
ただし、
１．在庫数を最新にしたい場合

TOP画⾯︓初期表⽰ボタン
２．在庫数、安全在庫、不動品期限等を

最新にしたい場合、発注処理の前は
TOP画⾯︓再計算ボタン

をそれぞれ押してください

10.（1）⼊⼒画⾯終了後の再計算指定
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機能修正︓ヘルプ機能
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遠隔ソフト起動が簡単になりました（トップ画⾯の右上の「薬VANヘルプ」）

「薬VANのHP」は、よくあるQA集やマニュア
ルがありますのでご活⽤下さい
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別紙︓バージョンアップ後の注意点
注意点
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・システム初期値の変更に関して
バージョンアップ後に次ページの設定が初期値（推奨値）に変更になっており

ます。設定の⾒直しが必要な場合は⼤変お⼿数ですが「設定」ー「システム設
定」よりご確認をお願いします。

・運⽤に関して
医薬品マスタ連動の運⽤・・・P19〜

マスタ取込メッセージ表⽰時に医薬品マスタの連動をお願いします。
発注保留の運⽤・・・P13

発注保留データを作成しないと発注候補にあがり続けます。
発注候補の仕様変更・・・P12

出庫の際に発注候補にあげたくない薬品は不動品出庫もしくは
その他出庫で出庫処理を⾏ってください。
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出庫頻度 △「 1 」回以上
算出期間 △「 120 」 ▲「 180 」
季節変動期間 「 30 」⽇
未来予測 ◎〇「 □ 」チェックなし △▲「 ☑ 」チェックあり
発注開始⽇ 全出庫頻度 「 14 」⽇前
発注終了⽇ 全出庫頻度 「 ０ 」⽇前
※未来予測機能が不要な場合は☑を外してください。

SIPSリアルタイム取込を⾏っていない場合は未来予測に☑は⼊りません

別紙︓バージョンアップ後の初期値
システム設定－発注③

38


